
教科（科目） 課題範囲 備考（提出日など）

『完成現代文』１３～１６(Ｐ５４～６９)

☆『完成現代文』１６については必要な情報を的確に取り出す力が求められます。積極的にチャレンジしてみましょう。

☆昨年度、いくつかのクラスでは｢国語の成績の上昇は飛行機の離陸に似ている｣というお話をしました。なかなかすぐ

には上がらないが、地道な努力で滑走を続けていけば、一気に飛び立っていける、ということです。あせらず落ち着いて

一問一問、粘り強く自力で取り組み、飛び立つべき時期に備えて力を蓄えてください。

『錬成古典』１８～２０、新傾向問題（２）（P.40～47）☆わからなかったら『漢文必携』で調べながら行ってください。

＊昨年度、標準文系だった人はCUで使っていた『解釈力の超トレーニング』も自習課題として残り全て取り組んでください。

☆エピソードをまた一つ。昨年度の3年生、秋も深まった頃に。「先生！この『漢文必携』ってすごいですよ！なんでも載ってます！」って言って

来たそうです。先生「・・・。知ってるよ。」・・・。でもまあ、気づくのに遅いということはないのだ。もう、『漢文必携』使いこなせてる人はばっちりだし、

使えてなかった人は今から使えるようになれば良いんや。ちなみに、その生徒さん、理系で、某近県の国公立大学に合格したそうです。

○４月８日（水）に提示した課題を引き続き行ってください。

○ニューグローバルマーチの４月９日（木）～４月１５日（水）分の模範解答を配布するので，しっかり見直して

　「できる」ようにしておいてください。

【31,32,33H】

①大学入学共通テストリスニング分野別10min. Part 1 第10回～第19回（解答は、次回の登校日に配布予定）
(←本冊に解く。トレーニングブックにも是非Tryしてください！）

②Elixir 5のUnit 4～6（←提出用ノートに解く。リスニングとディクテーションにも取り組むこと）

【34,35H】

①大学入学共通テストリスニング分野別10min. Part 1 第10回～第19回(←本冊に解く。トレーニングブックにも
是非Tryしてください！解答は、次回の登校日に配布予定））
②前回の範囲である、OVER ALL 4 のUnit 1～3をしっかりと終えた人は、今、手元にある春休みの教材
（ConcertoやAviator）を解き終えてください。次回の登校日に、OVER ALL４の本冊を配布予定です。）

リードαの化学分野の復習を続けてもらいます。

1週間に20題。4／15までの進度目安は第1章～第3章でした。できましたか？

次の1週間の進度目安は第4章～第6章です。

2年生の1学期中間後～2学期中間の頃に学んでた範囲です。

教科書・図表も見ながら振り返り、定着させていきましょう。自信をつけるには自身の努力です。

２つのコースがあるので、各自で選んでください。

①基礎定着コース（定期テストレベルに不安がある者）

ベストフィット物理基礎　類題１４～２２ 金大レベルの進学を考えている者は、応用コース

さらに類題１４～２２をやって定着を図るとよい。備考参照→

②応用コース（定期テストレベルをクリアしている者）

良問の風　問題１～１１、５２～５４をノートをつくってやってみよう。内容は２年生の範囲のものです。

■4月8日に配布された生物のプリントに課題の指示があります。
もっと勉強したい人は、生物基礎の範囲や生物の既習範囲をぜひ復習しましょう。

全回分をまとめて５月７日（木）に提出。
(小テストは提出不要、後日授業内でも実施します
ね)

■春季課題　「①自分で設定した課題」　を、次回登校日に提出してください。※休業中の課題を同じノートに取
り組んでいる場合は、５月７日(木）に一緒に提出してください。

２年生の時のノートを使っている人は、
出席番号を書き換えてください。

　③気候・水　　④環境問題　（ ｐ ２２ ～ ３９ ）

地理B

ウィニングコンパス地理の整理と演習2020（３月に購入した新しいテキストです。）
基礎的な知識の確認と演習を進めていきましょう。前回分についての疑問点をはっきりさせておこう。

英語

①と②は、自学用テキストです。自分でしっかりと
ペースをつかみ、やり遂げていこう！
【進度の目安】②については、１週間にUnitを3つま
たは4つ行う。１冊を、５月６日までに完成させよう！
＊提出日は、５月７日（木）

問題演習用ノートの提出は初回の授業後化学

物理
（週4時間）

生物
（週4時間）

の課題範囲の中から、できそうなものを数題だけ
でもぜひチャレンジしてみよう。

基礎定着コースについて

数学

令和元年度　３年生自宅課題範囲一覧表（理系）
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未定

未定




